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歴史

- 国連障害者権利条約の重要性について

- 受け入れに向けた歩み

• 2006年12月13日－国連総会が同条約を採択

• 2007年3月30日－ハンガリー政府側代表者ガボール･チズマール氏が
条約に署名

• 2007年6月25日－ハンガリー議会がこの条約（2007年の条例92）を
満場一致で採択。特徴的な点：この条例は国連障害者権利条約に基
づき、視覚障害者のための点字版、理解と読解に困難がある人々の
ための読みやすいバージョン、そしてろう･難聴者向けの手話版でも
官報で発表された。

• 2007年7月20日－国連事務総長に信託
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SINOSZの戦略

- 国連障害者権利条約（21条）について意識を高める働
きかけ

- 広報活動（会議、デモ）

- NGO間の協力を強化－いわゆる市民コーカス
（Civil Caucus）の設置

- この条約の施行に関する意思決定者である議会議員を
巻き込むことを含む、強力でターゲットを絞った
ロビー活動

- EUの法律制定手順に従う
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広報宣伝、PR

- 会議、イベント

- 2007年12月7日－ハンガリー議会における国際会議「自立した生活－
ニューヨークからブダペストへの道」（SINOSZ 設立100周年記念）

- 発表者：ヘルガ･スティーブンズ（ベルギー）、マルク･ヨキネン （フィンランド）、
ジャネット･ロード （アメリカ）、スティーブ･B･エスティ （カナダ）、
マーク･ウィートリー （イギリス）、アダム･コーサ博士 （ハンガリー）、
Gergely Tapolczai博士 （ハンガリー）、ゲンベシュ･ガーボル（ハンガリー）、
Marko Vuoriheimo （フィンランド）

- 政府側代表者：議会議長シリ･カタリン博士、
社会労働相ランペルト･モーニカ博士、 ホルヴァート･ペーテル（社会労働省）

- 2007年12月8日－ドナウ川に沿って1800人が参加した人間の鎖デモ

- 共通の特徴：青いレインコート
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広報宣伝、PR

- 会議、イベント

- 2008年9月19～20日－ブダペストの街なかで、無形文化の祭り

- 手話についての会議、発表者：バルタ･シーラ（ハンガリー）、
Péter Gresiczki（ハンガリー）、Maartje De Meulder （ベルギー）、
Mette Sommer氏 （デンマーク）、 Verena Krausneker博士 （オーストリア）、
アダム･コーサ博士 （ハンガリー）、 Helga Hattyár （ハンガリー）

- 政府側代表者：ホルヴァート･ペーテル（社会労働省）

- 会議における政府の強い反対と消極的な意思の疎通はマスコミに
大きく取り上げられた

- 文化祭：利用しやすい、バリアフリーのコンサートやワークショップ、
Signmarkのコンサート
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広報宣伝、PR

- 新聞記事やインターネットでの紹介

- 国連条約の重要な条項について、よく整理されてわか
りやすい出版物

- 月刊刊行物に、よくある質問を別表として加える

- 重要な点：他の障害者団体の問題に取り組み、理解し、
共同で広報･宣伝を行う
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市民コーカス

- 例：非公式で体系化されていない実践的な団体である
市民コーカスが、この条約が進展する間に形成された。

- 参加者：NGO、オンブズマン、教育機関

- 際立ったイニシアチブ：国連条約の施行を監視するべく、
独立したオンブズマンの地位を設けることを提案

- 例えば後見人の職務の廃止運動等、特定の問題を共
同調査
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ロビー活動

- 2008年9月19日の会議後、マスコミの関心の大きな波
に乗る

- 社会労働相に直接接触

- 協力を申し出る

- 本格的な参考資料を準備

- この問題を支援する政党を獲得

- 議会における質問を主導
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年表 1
- 2008年9月19日－会議

- 2008年11月－草案の初稿

- 2008年12月－大学で手話関連の訓練を開発するためのEU財源の
再配置を主導

- 2009年3月5日－この法案の起草者との第一回会合、手話の役割の
明確化、および身体障害や言語的少数派の問題についての討議

- 2009年4月15日－主要4政党から支持を受け、手話言語法の採択を迫る
決議を議会に提出

- 2009年4月29日－以下との公式会合および協議：SINOSZ、JOE、JOSZ、
SVOE、 省庁、特殊教育大学

- 2009年5月11日－関係委員会が決議を支持
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年表 2
- 2009年9月29日－ハンガリー議会で手話言語法について初めてのスピーチ

- 法案採択：2009年11月9日
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ハンガリー手話および
ハンガリー手話の使用に関する法律（ 2009年）

• 世界で最も複雑な手話言語法

• 手話を独自の言語として認知

• 通訳サービスの保証

• ろう児に対する手話による教育、またはバイリンガ
ル教育を義務化

• 公共サービスを利用する平等な機会を保証

• 刑事訴訟の際は手話通訳者を確保

• 手話通訳を提供すべき時間数を規定し、
「ラジオ・テレビ放送法」を改定（例えば2011年には
1日当たり4時間というように）
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活動に伴う成果の良い例

SINOSZは手話言語学の研究と教育について、
ELTE大学（ブダペスト）、ミシュコルツ大学と協力してきた

主な成果
1. バイリンガル教育の準備

2. ｢ろう研究」の組織的な基礎構築

3. 認定手話通訳者に関する枠組みを策定

さらなる成果
1. いわゆる手話指導者の教育（ミシュコルツ大学）

2. EUプロジェクト（グルンドヴィへの参加）の枠組み内で
実践、スロベニア、オーストリア、ドイツ、ハンガリーは、
よく知られている古典小説を手話に取り入れた
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展望

この法律は2010年1月1日に施行された

質の高い手話教育と、手話通訳者や教師の訓練のための
諸条件が設定された

情報通信のアクセシビリティを加速

欧州議会議員の代表者 「他には見られないチャンス」
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ご清聴
ありがとうございました!

E-mail: adam.kosa@europarl.europa.eu
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